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柳　沼　正　広
【翻訳】
修道院長セルウァティウス様に，エラスムスが幾重にも挨拶を
　慈悲深き父よ，あなたの手紙は多くの人の手を渡り歩いてようやく，すで
にイングランドを離れていた私のもとに届きました。その手紙は本当に信じ
られないほどの喜びを私にもたらしてくれました。というのも，あの昔の私
に対するあなたの気持ちが今も息づいているからです。しかしながら，旅の
途上に書いていることもあり，また，あなたがお書きになった最も大切なこ
とに限って書くために，手短にお答えする事にします。鳥がそれぞれの歌声
をもつように，人の意見も様々なので，すべての人を満足させることはでき
ません。しかし私としては，なすべきことのうちの最も善いものを求めてい
きたいというこの気持は確かですし，神が私の証人です。というのも，かつ
ての未熟な考えも，一つには年齢が，もう一つには様々な経験が正してくれ
たからです。わたしは生き方や衣服を変えようと思ったことはありません。
それがよいことだと思っていたからではなく，誰とも衝突を起こしたくな
かったからです。御存じのように，私はこの種の生き方１）へ，後見人たちの
頑迷さとその他の人々の悪意ある勧めによって，説得されてというよりは無
理やり押しやられたのです。そのときは，ウォルデンのコルネリウス２）の叱
咤のおかげとある種の子供じみた気後れのせいで留まることになりました
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が，私は自分にこの種の生き方が全く適していないことが分かっていました。
どんなことも，すべての人間に適合するわけではないのですから。いくらか
特異な体のためか，断食にはいつも耐えることができませんでした。一度眠
りから覚めると，幾時間かたたないと再び眠りにつくことができませんでし
た。心は文学ばかりに奪われていましたが，そこでは親しまれていませんで
した。もしいくらか自由な生き方に巡り合っていたなら，私は幸せな者の中
にだけでなく，善き者の中にも数えられていたであろうと信じています。
　ですから，そのような生き方に私がまったく向いていないこと，自発的に
ではなく強いられて受け入れていたことを自覚していましたが，われわれの
時代の多くの人の考えでは，一度始めたその種の生き方を捨てることは罪と
されているので，私の不幸のこの点についても耐え抜こうと強く決心したの
でした。私が多くのことで不運であったことは御存じのとおりです。しかし，
心も体もまったく馴染むことのできないこのような生活に追い込まれたこの
一つのことは他のすべてのことよりも耐え難いと常に思ってきました。心は
といえば，私は儀式というものを忌み嫌い，自由を愛していましたし，体も，
大いにその生き方に満足したとしても，体質はそのような苦役に耐えられな
いものでした。しかし誰かが，一年間のいわゆる見習い期間があり，また十
分な年齢に達していたはずだというかもしれません。16歳の少年に，とくに
書物だけで教育された者に，自己自身を知るという老年においてさえも大変
なことを求めたり，あるいは，多くの人が白髪交じりになっても理解してい
ないことを一年で学び終えるように求めるなど，ばかげています。そもそも
よいと思ったことはありませんでしたが，味わってみてますますよいとは思
えませんでした。しかし，先に述べた理由によってそこに陥ってしまったの
です。真に善き人間は，どんな境遇においても，善く生きるであろうことは
認めますけれども。私に大きな過ちへと向かう性質があったことは否定しま
せんが，ユダヤ的迷信とは無縁で真にキリスト教的な，適切な導き手を得て
も善い成果を生むことができないほどには堕落していませんでした。
　そうして，私が悪い人間となっても，それが最小限となるような生き方を
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探してきましたが，まさにそのようなものを見つけたと信じています。その
間，私は節度ある人々の中で生きてきましたし，私を多くの過ちから呼び戻
してくれた文学の研究に生きてきました。真にキリストを知る人々との親交
を持つことができましたし，彼らとの会話は私を向上させてくれました。私
の本については何も申し上げることはありません。おそらくあなた方はその
ようなものは蔑んでおられるでしょうから。しかしながら多くの人が，それ
らを読んで学識が深くなるだけでなく，自身をより善くすることができたと
言ってくれています。富を得たいと思ったことはありません。名声の輝きに
も少しも動かされません。快楽にも，かつてそのような傾向があったにして
も，隷従したことはありません。深酒や泥酔は常に恐れ，避けてきました。
あなた方との生活に戻ることを考えるたびに次のようなことが思い浮かんで
きました。多くの者の嫉妬，すべての者の侮蔑，どれほど会話が冷たく馬鹿
げているか，どれほどキリストを忘れているか，どれほど晩餐が俗っぽいか。
つまるところ，生活のすべての在り方が，儀式を取り去ってしまったら望む
べきものが何も残らないようなものになっていると思うのです。最後に思い
浮かんだのは体の弱さです。年齢と病と労苦によってさらに弱り，あなた方
を満足させることもできそうにありませんし，私自身を死に追いやりそうな
ほどです。実際この数年，結石３）に悩まされており，それは大変悪く深刻で，
命にかかわるほどです。またこの数年，ワイン以外のものは飲んでいません。
しかもどんなワインでもよいのではなく，病が必要とするワインです。私は
どんな食べ物にも，どんな気候にさえも耐えられません。この病は再発しや
すいので，もっとも適度な生活を要求します。私はオランダの気候も知って
います。あなた方の食習慣も知っています。あなた方の実践については言う
までもありません。ですから，私が戻っても，あなた方には苦悩を，私自身
には死をもたらすことになるだけでしょう。
　しかしあなたはもしかすると，同胞たちの間で死ぬということが幸福の多
くの部分を占めると考えるかもしれません。しかしながらそのような信念は，
あなただけでなく，ほとんどすべての人を欺き，苦しめています。私たちは，
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住む場所や衣服，食生活など，ある種の些細な儀式の中に，キリストと敬虔
があると思っています。私たちは，白い服を黒いものに替える者，頭巾を帽
子に替える者，住む所をしばしば変える者は堕落していると信じています。
敢えて言いますが，キリスト教信仰の深刻な衰退は，おそらくはじめは敬虔
な気持ちから採り入れられた，そのような宗教的と言われている儀式から生
じているのです。それらは徐々に増えていき，何千種類にも分かれていきま
した。多くの場合，最高位の教皇たちの権威が，安易にまた放逸に，このこ
とを大いに進めてしまったのです。そのような締まりのない宗教的儀式ほど，
冒涜的で，不敬虔なものがあるでしょうか。推奨されている儀式，さらに極
めて強く推奨されている儀式にあなたが献身するとき，ある種の冷たいユダ
ヤ的な儀式の向こうに，あなたがどんなキリストの姿を見出すのか私にはわ
かりません。人々は，このようなことで自己に満足したり，他人を裁いて非
難したりしています。キリスト教世界全体を一つの家，一つの修道院のよう
に思い，すべての人々を修道祭式者４）あるいは同胞と考え，洗礼の秘跡を究
極の宗教的儀式とし，どこで生きるかではなく，どのように善く生きるかに
目を向けるなら，どれほどキリストの心にかなうことでしょうか。あなたは
私に定住地に落ち着くように願っていますし，老齢そのものもそう勧めてい
ます。しかしながら，ソロンやピタゴラスやプラトンの旅は称讃されていま
す。使徒たちも放浪しましたし，特にパウロはそうでした。聖ヒエロニムス
も修道士でありながら，ある時はローマに，またある時はシリアに，またあ
る時はアンティキオアに，と様々な地にあって，年老いても聖書を研究して
います。
　私をこの人と比べることはできませんが，ペストに追われるか，研究や健
康のためのほかは住む所を変えたことはありません。またどこに住んでいて
も，（このように私自身について言うことはおこがましいかもしれませんが），実際に，
もっとも認められている人々から認められ，もっとも称讃されている人々か
ら称讃されてきました。スペインでも，イタリアでも，ドイツでも，フラン
スでも，イングランドでも，スコットランドでも，私を歓迎しないような地
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はありません。すべての人に認められているわけではないとしても，（これは
私の望むところでもありません），きっと最も優れた人々には喜ばれています。
ローマでは，枢機卿の方々は皆，私を兄弟と同じように受け入れてください
ました。私自身がそのようなことを何かお願いしたわけではありません。と
くにサン・ジョルジオの枢機卿５），ボローニャの枢機卿６），グリマーニ枢機
卿７），ナントの枢機卿８），そして今は教皇となられた方９）もそうでした。司
教や助祭長の方々，そのほかの学識ある人々については言うまでもありませ
ん。このような栄誉は富のためではありません。今でもそのようなものは持っ
てもいませんし，望んでもいませんけれども。また野心のためでもありませ
ん。これともつねに無縁でありました。ただ文学のためです。我々の故郷の
人は嘲笑っていますが，イタリアの人たちは崇めているのです。イングラン
ドでは司教の方々が皆，私の訪問を喜び，晩餐に招待してくださったり，家
に滞在するように求めてくださいます。王御自身10）が父君の亡くなる少し前，
私がイタリアにいたときに，親愛の情のこもった御手紙 11）を自らの手で認
めてくださいました。今でも，何度も私について語ってくださっていて，誰
よりも栄誉あることで，誰よりも寵愛されているほどです。そして私が表敬
するたびに丁重に迎えてくださり，親愛の眼差しを向けてくださいます。言
葉で言う以上に私についてよく思ってくださっていることがお分かりでしょ
う。また何度も施物分配係り 12）に，私の聖職禄を確保するように命じてく
ださいました。女王は私を教師として用いようとされました。ほんの数ヶ月
でも王の宮廷で過ごせば，好きなだけの聖職禄を蓄えることができたことは
誰にも分かることですが，私は，この自分の時間と研究作業をすべてに優先
させているのです。全イングランドの大主教であり，この王国の大法官であ
るカンタベリーの大司教 13）は学識と徳を備えた人物ですが，父や兄にまさ
る愛情で私を包み込んでくださいます。ですから，彼が私に 100 ノーブルの
聖職禄 14）を与えてくださったのも，また後に私が辞する時には私の望みど
おりにそれを 100 クローネ 15）の年金に変えてくださったのも，真心からで
あることは分かっていただけるでしょう。また何もお願いしていないにもか
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かわらず，ここ数年で，400 ノーブルをこえる贈り物をくださいました。一
日に 150 ノーブルくださったこともあります。ほかの司教の方々からも，
100 ノーブルをこえるお金をいただきました。これらはただ寛大な心から贈
られたものです。かつて私の生徒であった，この王国の男爵であるマウント
ジョイ卿も毎年 100 クローネの年金をくださいます。国王と，いまや国王を
通してあらゆることに力を持っているリンカンの司教16）も，惜しみなく多
くのことを約束してくださっています。この地にはオックスフォードとケン
ブリッジの二つの大学があり，その両方とも私を得たいと望んでいます。私
はケンブリッジでギリシア語と聖書を何カ月にもわたって教えました。無償
で教えましたが，いつもそうすることに決めているのです。ここには学寮が
あり，そこでの信仰と節度ある生活は，もしあなたも見ることができれば，
ここに比べたらどのような信仰生活も蔑みたくなるだろうと思われるほどで
す。ロンドンには，聖パウロ教会の首席司祭ジョン・コレットがいますが，
彼は，高遠な学識と深い敬虔を合わせ持つ人物で，あらゆる人々に大きな影
響を与えています。彼も，皆が知っていることですが，誰と過ごすよりも私
と共に過ごすことを喜ぶほどに私を愛してくれているのです。私の自慢と多
弁によって二重にうんざりさせないためにも数え切れないその他のことは省
きましょう。
　そこで私の著作についていくらか述べることにします。すでに読んでくだ
さったと思いますが，『エンキリディオン』については，少なからぬ人たちが，
自分自身の敬虔な情熱が燃え立ったと告白してくれます。これは私の力とは
言いません。ただ，キリストに感謝します。もし私を通して彼の贈り物の善
いものが何かもたらされたのなら。アルドゥスによって印刷された『格言集』
をあなたが見てくださったのかどうか私は知りません。これは異教的なもの
ではありますが，あらゆる学問に極めて有益なものです。このために私は計
り知れないほどの労力と眠れない夜を費やしました。わがコレットのために
『内容と言葉の豊かさについて』という著作も出版しましたが，これは文章
を作ろうとする人にとって極めて有益なものです。すべてのよき文学を蔑む
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ような人たちは蔑んでいますけれども。またこの二年の間は他の多くのこと
にまして，聖ヒエロニムスの書簡の校訂に取り組んできました。偽作や改竄
は疑句票によって切り落とし，不明な点は注釈によって明らかにしました。
ギリシア語と古代の写本を校合して新約聖書全編を校訂しました。千を超え
る箇所に校注を施しましたが，神学者たちの役に立つことでしょう。パウロ
書簡への注解も始めましたが，これらを出版するころには完成させるつもり
です。私は聖書の中で死ぬと決めているのです。私の余暇も仕事もこのこと
にかけています。卓越した人たちが，このことにおいて私は他の人にはでき
ないことができると言っています。私には，あなた方の生き方の中では，何
もできることがないでしょう。学識も威厳も備えた人たちと交際してきまし
たが，この地でも，イタリアでも，フランスでも，これまで私にあなたのと
ころへ戻るように勧めた人にも，その方がよいと判断した人にも出会いませ
んでした。亡くなられたあなたの前任者のニコラウス・ウェルネルス師 17）も，
そのようなことには常に反対されていましたし，むしろ司教の誰かにつくこ
とを勧めてくださいました。さらに私の心も彼の弟たちの性質も御存じでし
た。というのも師が土地の言葉でそのような言い方をされていたのです。そ
していま私のいるこの生活の中では，私は自分の避けるべきものは見えます
が，他に探求すべきものは見えません。
　さて，服装についてあなたに弁明することが残っています。私はこれまで
常に修道祭式者の服を着用してきました。ルーヴァンにいたころユトレヒト
の司教より，完全な亜麻の衣服の代わりに亜麻の肩衣を，黒の外套の代わり
に黒の寛衣を，何も心配することなく着用する許しを得ました。これはパリ
の習慣に従ったものです。そしてイタリアへ赴いたとき，道中いたるところ
で，修道祭式者が肩衣とともに黒い服を着用しているのを見ましたので，変
わった服装で奇異に思われないよう，そこで肩衣とともに黒い服をまとい始
めました。その後，ボローニャでペストが発生しましたが，そこではペスト
に苦しむ人々を世話する人たちは，慣習として肩から白い亜麻の布をかけて
身に付けています。この人たちは人との接触を避けています。そのような中
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で，ある日，私が学識ある友人を訪れようとしたとき，幾人かのならず者た
ちが剣を抜いて私に襲いかかろうとしたのです。もしある婦人が，私が聖職
者であると注意してくれなかったなら彼らは本当にやってしまったでしょ
う。また他の日も同じように，財務官の息子たち18）の所に行こうとした時も，
棒を持った男たちがあらゆる方角から私に押し寄せてきて，恐ろしい叫び声
で責めたてました。そうしたわけで，私は親切な人たちの忠告に従って肩衣
を隠し，そして教皇ユリスス二世より，修道服を着用するかしないかは私の
判断にまかせ，ただし司祭としての服装を維持することとの許しを得ました。
さらにその手紙 19）では，もしこの件においてそれまでに過ちがあっても，
すべて許してくださるとありました。このためイタリアでは，着替えること
が誰かとの衝突を起こさぬよう司祭の服装で通しました。しかしその後イン
グランドに戻ってからは，私の通常の服を着用しよう決め，生き方において
も学識においても高く評価されているある友人を家に招き，着用することに
した服を見せました。イングランドにおいて適切なものかどうか尋ねました。
彼が大丈夫だと認めてくれましたので，人前にも出しました。するとたちま
ち他の友人たちからその服装はイングランドでは許容されないと，また隠し
たほうがよいと忠告されました。私は隠しました。いつか見つかって衝突を
起こすような隠しかたはできないので，箱の中にしまいました。そして，以
前にいただいた教皇の権威を今まで用いてきたのです。世俗の人たちとより
自由に交わるために修道服を捨てる者は，教皇の法令によって破門とされて
います。私の場合，イタリアでは殺されないようにするために仕方なく脱ぎ
ました。そしてイングランドでは，許容されなかったために仕方なく脱ぎま
した。私自身はとても着用したいと思っていたのです。しかし，いま再び着
用することは，以前に着替えたときよりも大きな衝突を生むかも知れません。
　私の生き方もすべて知っていただきましたし，私の決心も知っていただき
ました。もしよりよいものを見出せるのなら，この生き方を変えたいとも思
います。しかしながらオランダには，私のなすべきことは見当たりません。
気候も食習慣も合わないことは分かっています。衆目を刺激することにもな
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るでしょう。若くして去った者が，老いて白髪頭となり，病気となって帰る
ことになります。そして最も優れた人々に敬われていたのに，取るに足りな
い者たちの蔑みに晒されることになるでしょう。私の研究を飲み会と引き換
えにすることにもなってしまいます。親切にも，私に豊かな収入を得ながら
暮らせる所を探してくださると書き送ってくださいましたが，それがどのよ
うなことなのか，おそらくどこかの修道女たちの間に私を置いて女性たちに
仕えさせるのではないかということのほかは，見当もつきません。私は大司
教にも王にも仕えたいと思ったことはありませんのに。大きな収入に興味は
ありませんし，裕福になることを望んでもいません。ただ健康と私の学問の
ための時間を維持できるだけの，そして誰の重荷にもならずに生きていける
だけのものがあればと思います。ああ，私たち二人が直接会ってこれらのこ
とについて話し合うことができたなら。手紙では，十分に意を尽くすことも
できませんし，また安全ということでも十分ではありません。あなたのお手
紙は極めて確かな人たちを通して送られてきましたが，かなり遠回りをした
ようで，たまたまこの城に立ち寄らなければ私も見ることはなかったでしょ
うし，私が受け取ったのも少なからぬ人の目に触れた後でした。ですから私
の居場所を確かに知ることができなかったり，信頼できる使者を得ることが
できないような時は，内密のことは何も書かないようにしてください。いま
ドイツに向かっています。バーゼルで私の作品を出版するつもりです。この
冬にはおそらくローマにいるでしょう。どこかで私たちが共に語り合うこと
ができるように，旅の帰途，努力してみます。しかしながら今は夏が終わろ
うとしているとき，旅は長くなります。ウィリアム20）とフランシス 21）とア
ンドレア 22）の死について，サスボウド 23）と彼の夫人から伺いました。ヘン
ドリック師 24）に，そしてその他のあなたと共に暮らしているすべての人た
ちにくれぐれもよろしく伝えてください。彼らには負い目を感じています。
というのも，昔の悲劇は私の過ちのせいであると思っているからです。ある
いは私の運命のせいだと言ってくださってもかまいません。復活祭の二日後
に書かれたあなたのお手紙を 7月 7日に受け取りました。どうか祈りのとき
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に，私の救済をキリストに願うことをなおざりになさらないでください。も
し，あなたたちとの共同生活に戻ることが，キリストの心により適うことで
あると確かに知ることができたなら，今日にも旅支度をしたでしょう。さよ
うなら，かつての最も親しき友，いまや尊敬すべき父よ。
カレー近郊のアム城より　7月 8日　1514 年
【解題】25）
　この書簡はエラスムスが，古い友人であり，自分の所属しているステイン
修道院の院長であるセルウァティウス・ロゲルスに宛てて書いたものである。
セルウァティウスは 1504 年より，修道院長の職にあったが，たびたびエラ
スムスに対して修道院への帰還を求めていた。この書簡はセルウァティウス
に対する最後の手紙であり，修道院へ戻る意思のないことをはっきり表明し
ている点で重要である。エラスムスがこの書簡を書いたのは，三年間滞在し
たケンブリッジからバーゼルへ向かう途上，カレー近郊のアム城でマウント
ジョイ卿の客となっていた時だった。この城ではからずも修道院への帰還を
求めるセルウァティウスからの手紙を受け取ったのだった。
1．1514年，バーゼルへ向かうエラスムス
　エラスムスがバーゼルへ向かっていた目的は，長年の研究の成果を出版す
るためである。それはギリシア語新約聖書の校訂版とヒエロニムスの著作集
である。14年ほど前の 1500 年の書簡には次のようにある。
　自分の小さな文学作品をすべて終わらせて，同時にある程度のギリシ
ア語の能力を身につけ，長いあいだ私が心から取り組むことを願ってい
た宗教的著作のために私自身のすべてを捧げたいという熱情で私の心が
どれほど燃えているか，言い表すことができないほどです。（12 月 11 日
オルレアン）26）
　じつは大きなことに取り組もうとしているのです。それは神学者たち
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の無知によって歪められ，削られ，混同されてしまったヒエロニムスの
全著作を回復しようというものです。というのも彼の著作と言われるも
のの中に間違いや疑わしいところを少なからず見つけたからです。（12
月 12 日オルレアン）27）
　私の心はずっと前から，ヒエロニムスの書簡に注解を施してそれらを
明らかにしたいという熱意で信じられないほど燃えています。得体の知
れない神が心に火をつけ，これまで誰も試みなかった大仕事にあえて思
いをめぐらせるよう駆り立てるのです。（12月 18 日パリ）28）
　
　これらの書簡が書かれる前年の 1499 年にエラスムスは，家庭教師として
教えていたマウントジョイ卿の招きでイングランドを初訪問する。そこでエ
ラスムスは，ジョン・コレット，トマス・モアといった人文主義者たちと交
流を始めることになり，将来のヘンリー八世にも会っている。そして翌 1500
年の 6月のパリでの『格言集』初版 Adagiorum collectanea の出版を最初に，
人文主義者としての業績をあげていくことになる。1504 年の 2月には，ディ
ルク・マールテンス書店から，はじめての宗教的著作の出版となる『エンキ
リディオン』Enchiridion militis christiani が収められた『蛍雪余論』が上梓さ
れる。その年の 6月にはルーヴァン近郊のプレモントレ会デュ・パルク修道
院で，ロレンツォ・ヴァッラによる，新約聖書のウルガタ訳とギリシア語写
本を校合した『新約聖書校註』Collatio Novi Testamenti の写本を発見し，そ
の翻刻版を翌1505年の4月にはパリのジョス・バード書店から出版している。
そして 1506 年にはイタリアに赴き，ヴェネツィアの印刷業者アルドゥス・
マヌティウスのもとで『格言集』の大幅な加筆改訂を行い，第三版
Adagiorum chiliades を 1508 年 9月に上梓している。1509 年の春には数ヶ月
間をローマですごし，将来の教皇レオ十世を含む枢機卿たちの知己となって
いる。ヘンリー八世が即位するとイングランドに渡り，このときの訪問の間
にトマス・モアの家で『痴愚礼讃』Moriae Encomium を書き上げ，1511 年 6
月にパリで出版している。エラスムスは 1511 年からの三年間は，友人であ
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る司教ジョン・フィッシャーの招きに応じてケンブリッジに滞在してギリシ
ア語を教えた。この間にジョン・コレットが創立した聖パウロ学校の教材と
して『言葉と内容の豊かさについて』De duplici copia verborum ac rerum 
commentarii duo を書きあげた。この著作はパリで家庭教師をしながら学んで
いたころに書き始められたもので，ラテン語の文をいかに豊かに説得力を
もって書くかを学生に教えるものである。また，ここでエラスムスは長年抱
いてきた夢を実現するべくヒエロニムスの著作の校訂と新約聖書の校訂・注
解に取り組んだ。そして，それらをいよいよ世に送り出そうとバーゼルへと
向かったのであるが，その途上に，修道院の長上であるセルウァティウスか
ら送られた修道院への帰還を勧告する手紙に遭遇したのである。
2．ステインの修道院との関係
　エラスムスは，だいたい二十歳のころハウダ Gouda 近郊のステインにある
アウグスチノ修道祭式者会の修道院に入っている。アウグスチノ修道祭式者
会は，グレゴリウス改革として知られる 11 世紀の教会改革の中で，厳密な
意味で修道士ではない聖職者を統監しようとする試みから生まれた。つまり，
聖ベネディクトス会則に従い，伝統的な修道院に属する正式な修道士以外の
聖職者をアウグスティヌスの規則に従わせようというものだった。アウグス
ティヌスの規則は長い間，５世紀にヒッポ Hippo の司教アウグスティヌスに
よって直接つくられたと考えられてきたが，男女それぞれの共同生活のため
にアウグスティヌス自身が書いた原則から何段階か発展してきたものと今は
わかっている。この規則は実践的で柔軟性があり，ベネディクト修道会のも
のと比べて厳しくなく，他人への奉仕活動を展開させる余地がより多く残さ
れていた。アウグスティヌスの規則の精神は，福音書の慈愛の精神に基づき，
親切のともなった管理，行き過ぎない厳格さ，偏狭でない規則の遵守を強調
している。またエラスムスは 1529 年，自ら編集したアウグスティヌス全集
を刊行しており，その際この規則の編纂史の上での重要な役割を果たしてい
る 29）。このアウグスチノ修道祭式者会の特徴を簡潔に説明するならば，それ
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までの伝統的な聖ベネディクトスの規則に従う厳格な修道会とは違って，よ
り緩やかな規則のもとに，教会での行事に参加しその遂行を助け，また教区
の信徒の司牧にあたることもできる半分修道士・半分司祭といったものとい
えるだろう。
　エラスムスは，この修道院へはやむなく入らざるを得なかったと本稿で紹
介したセルウァティウス宛書簡でも述べているが，その経緯は，1516 年教皇
レオ十世から特免を得るために用意したグルンニウス宛書簡 30）と死後に伝
記作家が使えるようにと 1524 年に書かれた『自伝』Compendium Vitae31）の
中で，より詳しく語られている。それらによるとエラスムスとその兄ペトル
スは十代半ばにしてペストによって両親をなくし，三人の後見人に預けられ
ることになった。エラスムスは大学へ行くことを強く望んでいたが，後見人
たちはこの兄弟を修道院に送ろうと考えた。ひとまず，後見人たちはエラス
ムスと兄ペトルスをスヘルトーヘンボスs’-Hertogenboschの学校に送り出す。
エラスムスはその宿舎で３年近くを過ごすことになるが，その年月は無駄で
あり，そこでの教育は少年たちを修道院へ向かわせるためだけのものだった。
　彼らの主な目的は，有能で才能ある少年がしばしばそうであるような，
よく育まれた普通よりも活動的な知性を持つ少年を見つけ，体罰，脅迫，
非難その他様々な工夫を凝らして──彼らは，それらを飼い慣らす
［cicurare］と言っていましたが──その少年の精神を破壊し，挫くこと
によって，修道院生活に適合させること［vitaeque monasticae fingant］
でした 32）
　再びペストに襲われたために 1487 年，兄弟はスヘルトーヘンボスからハ
ウダへ戻らなければならなくなった。この時期はエラスムスにとって大変に
つらい時期となった。熱におかされて体をこわし，その上，後見人に修道院
へ入るように迫られたのである。エラスムスは後見人に対して，まだ修道院
がどんな所か知らないし，自分自身が何に向いているかもわからないから学
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校で学び続けたいと告げる。しかし，この後見人による圧力の中で，共に抵
抗してくれるはずだった兄ペトルスが修道院入りを受け入れてしまった。ペ
トルスはデルフト Delft の近くのシオン Sion にあるアウグスチノ修道祭式者
会の修道院に入った。エラスムスは偶然立ち寄ったハウダ近郊のステイン修
道院で昔の級友に会う。彼はまだ誓願を立てる前であったが，エラスムスに
修道院の素晴らしさを語り，誘いをかけてきた。幼い友情から入ることを決
めてしまったが，修道院の実際は級友の言う通りではなかった。
　このようにエラスムスは自分が修道院に入った経緯を語っているが，彼を
修道院へ追いやった後見人の中心者であり，エラスムスの初等教育時の教師
でもあったペーター・ウィンケルについては，自分のためだけに生きていて，
両親が残してくれた財産をろくに管理しないで台無しにし，兄ペトロスに甘
言を弄して弟を裏切らせた汚い大人として描いている。
　ステインの修道院では，アウグスティヌスの規則に従っていたと思われる
が，そこでの実際の生活については詳しくは分からない。しかし，おそらく
エラスムスは，はじめ志願者として入り，認められて見習いになり，少なく
とも一年は必要な見習いの時期を送ったと考えられる。このセルウァティウ
ス宛書簡では，16歳の少年に修道生活が自分に適しているかどうかを判断す
るのは無理だと述べられているが，エラスムス自身は，修道院に入った 1487
年にはそれ以上の年齢に，おそらく 19歳か 20 歳には，達していたはずであ
る。このころのことはセルウァティウスもよく知っているはずなので，エラ
スムス自身のことではなく，ステインで慣習的に行われていることについて
述べたものとも考えられる 33）。
　エラスムスは 1492 年４月 25 日にユトレヒトの司教デヴィット・ファン・
ブルガンディー David van Bourgondie によって司祭に叙任された。その後，
カンブレイの司教ヘンドリック・ファン・ベルヘン Hendrik van Bergen に仕
えることになってステインを離れている。エラスムスの書簡は 1489 年の終
わりのヤコブ・カンター Jacob Canter 宛ての手紙とエラスムスがステインを
去った直後のウィレム・ヘルマンからの手紙（1493 ？）までの三年以上の間
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のものが残っていない（Ep.32 と Ep.33 の間）。この書簡の空隙の時期に，エラ
スムスの叙任があり，カンブレイの司教ヘンドリックに仕えることになって
ステインを離れている。だから彼がどのような心境で叙任を受け，また，ど
のような経緯で，カンブレイ司教に仕えることになったのかを知る事は出来
ない。その頃，ヘンドリックは枢機卿になろうとしてローマ行きを計画して
いた34）。おそらく彼は，ラテン語が使える秘書を必要としていたと思われる。
結局，ヘンドリックのローマ行きは実現しなかったが，エラスムスはこの司
教の許可と支援を得て，1495 年からパリで学ぶことになる。
　エラスムスは神学を修める名目でパリに来たはずであるが，彼の活動の中
心は，ロベール・ガガンを中心とした人文主義者や詩人，出版業者たちとの
交流，そしてギリシア・ローマの古典を研究することだったようだ。その成
果が，1500 年の『格言集』であり，ずっと後になって完成・出版されること
になる，彼が家庭教師として教える学生のために作ったラテン語の教材など
である。その中で最も重要なものがセルウァティウス宛書簡でも言及されて
いる『言葉と内容の豊かさについて』である。しかし，この時期エラスムスが，
セルウァティウスの前任者ニコラウス・ウェルネルスに書き送った手紙には
「私がここに来たのは教えるためでもお金を稼ぐためでもなく，学ぶためで
す。実際に私が求めているのは神学の学位です。ああ神の思し召しがそうで
あるように」35）（1496 年 9月）とあり，神学を第一の課題のように述べている。
彼は確かにアウグスチノ修道祭式者であり，もし修道院の院長が彼に満足し
なければいつでも呼び戻すことができる。彼は自分の活動を注意深く説明し
たのだろう。
　エラスムスが所属したアウグスチノ修道祭式者会は，先に見たように，司
祭などの在俗聖職者と伝統的な修道会に属する修道士の中間的な性格をもつ
ものだった。エラスムス自身そのことをよく理解していたようで，有名な『対
話集』のなかでビーバーやワニのような水陸両生の生き物と表現してい 
る 36）。アウグスティヌスの規則に従って共同生活を営みながら，教区での司
牧や学校・大学での教育活動に参加し，ときに礼拝堂付司祭として働くこと
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もある。けれども，ベネディクトスの規則にもとづく伝統的な修道会と比べ
ると緩やかであっても上位者に対する服従の義務をまぬかれない。エラスム
スはステイン修道院の院長の許可のもとに行動しなければならない身分だっ
た。カンブレイの司教ヘンドリックに秘書として仕えるため修道院を出るこ
とも，ステインの院長とエラスムスを叙品したユトレヒトの司教の許可が
あったことであり，パリ大学へ通うこともまたそうであったと考えられる。
しかしながら 1499 年パリでの学生生活を中断してイングランドへ渡ったこ
とと 1506 年から 09 年までイタリアに赴いたことは服従の義務を超えるもの
であったようだ。1504 年に新たにステインの院長となったセルウァティウス
はたびたびエラスムスに修道院への帰還を勧告している。セルウァティウス
からの書簡は残されていないが，本稿で紹介した書簡以外の 4通のセルウァ
ティウス宛のどの書簡 37）でも，エラスムスは自分のいる場所となぜそこに
いるのかを説明しようとしている。
3．二人の教皇からの特免
　1506 年エラスムスは教皇ユリウス二世から特免 38）を得る。それは非嫡出
子 39）であることから聖職禄を受けられないという教会法上の障害を取り除
くものであった。これによってエラスムスは，在俗聖職者が通常受けるよう
な聖職禄はいかなるものであれ受けられるようになった。エラスムスはこの
特免の請願交渉をイングランドにいたときから始めていたようである。ヘン
リー七世が聖職禄を約束していたのである 40）。しかし，エラスムスはこれを
たてにセルウァティウスに対して修道服を着ずに在俗聖職者の服装をする事
を許されたとしている。これは修道院の外で生活することを意味する。ユリ
ウス二世からの特免は修道服には言及していないが，たしかに在俗聖職者に
許される聖職禄を認めることは修道士から司祭への転向を許すことをも含ん
でいると受けとることもできる 41）。
　さらにセルウァティウス宛書簡から三年後の 1517 年の春には，エラスム
スは教皇レオ十世からの特免 42）を得る。この特免は，非嫡出であることで
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生じるあらゆる障害を除き，修道服を脱いだことで生じた違背の咎を許し，
修道院の外で生きること，在俗聖職者の服をまとうこと，複数のいかなる種
類の聖職禄をも受けることを許し，そして今後，一つ一つの聖職禄を請願す
る際に伴う非嫡出子であることへの言及義務を免除している。複数の聖職禄
というのは，この前年，特免請願の準備をしていたころのエラスムスに，エ
スパニア王カルロス一世（後の皇帝カール五世）の官房長官ジャン・ル・ソヴァー
ジュからコルトレイクにおける聖職禄を用意している旨の書簡 43）が届けら
れており，そのことから新たな聖職禄を得られることを視野に入れていたよ
うだ。エラスムスは，周到にこの特免を得る準備をした。レオ十世宛の書簡
と架空の人物グルンニウス 44）宛の書簡が残っている 45）。グルンニウス宛書
簡は教皇にエラスムスについて口添えしたウスター司教のイタリア人シル
ヴェストロ・ギグリ Silvestro Gigli のために書かれたとされている。またこ
れらの書簡はエラスムスの最も親しい友人であり，ギグリとともにイングラ
ンドにやってきて，その市民となり，またイングランドにおける教皇税の取
立てを担っていたアンドレア・アンモニオ Andrea Ammono の協力のもとに
1516 年 8月に作成された。これらの書簡には，エラスムスの，性格的にも肉
体的にも不向きな誓願のもとに入った修道生活における不自由や，もしその
誓願にもとづく生活に引き戻された場合の精神的・知的危機が述べられてい
る。グルンニウス宛の書簡で，これも架空のフローレンティウスとアントニ
ウスという二人の兄弟にたくして，エラスムスと兄ペトルスの幼いころの不
遇が語られているのは先に紹介した。またこのグルンニウス宛書簡では修道
服についても述べられており，修道服のために味わったイタリアでの恐ろし
い体験についてもより詳しく描かれている。
4．服装の変更
　この時代の修道服は，同じ修道会であっても場所や時期によってさまざま
であり，具体的に特定することは難しい 46）。セルウァティウス宛書簡で，エ
ラスムスはユトレヒトの司教から「完全な亜麻の衣服の代わりに［pro vestis 
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linea integra］，亜麻の肩衣［scapulari lineo］を，黒の外套の代わりに［pro 
pallio nigro］，黒の寛衣［capitio nigro］を」着ることを許され，パリの習慣
に従ったものとしている。このパリ式の服装についてグルンニウス宛書簡で
は「服の上に亜麻の衣［togulam lineam supra vestem］をまとっていた 47）」，
さらに「亜麻の布［linteolum］を掛けるほかは，世俗の司祭の服と変わりま
せん 48）」と表現している。おそらくこれは，いまカソック［cassock］ある
いはスータン［soutane］と呼ばれる在俗の司祭の平服に近い服の上に，亜麻
の布でできた肩衣，スカプラリオ［scapular］の一種を合わせた服装と考え
られる。ボローニャではペスト患者を診る者が同様の亜麻布を肩から掛けて
いることから誤解を招いて殺されそうになり，イングランドの公の場では
人々に受け入れられず，友人に「亜麻の布を隠すように［celaret linteum］49）」
忠告されたと述べている。おそらくこの亜麻布は修道誓願を立てた者を示す
もので，イングランドではそのような者が世俗の世界にいることが容認され
なかったと推測される。グルンニウス宛書簡では次のようにも述べている。
　修道祭式者たちは，学問のため，あるいは遠くに赴くためなどの理由
で，誰の権威にも依らず，また誰の非難も受けることなく着替えたり隠
したりしています。それは亜麻の服は他のところのものと同じような聖
なるものではないからです。というのも修道祭式者たちは，かつては修
道士ではなかったし，今では中間的な者で，都合がよければ修道士，悪
ければ修道士でなくなります。　・・［中略］・・　亜麻の服は修道士の
ものというよりも，司教の，おそらく昔は聖職者のものだったのでしょ
う。アウグスティヌスは彼の規則 50）の中で特に服の形を規定していま
せんし，むしろ派手な服装を非難し，聖職者の服は目立つようなもので
あってはならず，服装ではなく生き方によって喜ばせるように努めるこ
とを説いています。51）
　そしてエラスムスは，仕事の関係上，各地を移動しなければならないこと，
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ある地では尊敬を受ける服装も他の地では不自然となること，身分の高い人
たちは服装にうるさいことなどを挙げ，結局，服装について教皇に特免を願
うことにしたと述べている 52）。レオ十世の特免では修道服について「修道祭
式者としての自身の以前の服の印のみを，在俗の司祭にふさわしい服の下に
所持すること［signum tantummodo sui pristini habitus canonici regularis sub 
honesta presbyteri secularis veste deferre］53）」とある。ここでの印［signum］
が具体的に何を指すかわからないが 54），このような物の携帯を義務付けられ
ているということは，修道士であることを表に示す義務は免れたとしても，
修道誓願から完全に自由になったわけではないようである。
おわりに
　しかし，レオ十世の特免の意味するところは単に修道服を着ずに，どこで
も聖職禄を受けることができるという意味にとどまらず，どこでも自分が選
んだ場所で生活する自由と独立した収入源を得る自由だった。結局，エラス
ムスは 1501 年 5月に訪れたのを最後にステインの修道院へ戻ることはない。
バーゼルではヨハン・フローベンが待っていた。エラスムスはフローベン書
店から，1515 年 2 月には『格言集』の増補改訂版を，1516 年 3 月には『校
訂ギリシア語新約聖書』Novum Instrumentum を出版し，4月からは『聖ヒエ
ロニムス著作集』の刊行を開始する。レオ十世から特免を得るのはこの後の
ことであるが，その後もエラスムスの著作の出版は続いていく。
　エラスムスは修道院へ戻らない理由として，主に健康上の理由を挙げてい
るが，修道院の中に真の信仰生活を見出すことができないとも述べている。
そしてキリスト教世界全体の衰退を嘆き，その形骸化を指摘している。エラ
スムスの儀式に拘泥せずに修道院の中と外の区別を設けようとしない姿勢は
彼の信仰観をよく表しているように思われる。稿を改めて彼の修道士に対す
る批判を吟味しながら，その信仰観について考察したい。
　本稿で紹介したセルウァティウス宛書簡は，私信であり，エラスムス自身
によって出版されていない。しかし，彼の生前，その写しが出回り，出版も
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何度かされている。エラスムスは，その内容が悪意をもって引用されること
に不満を漏らしている 55）。なお，本稿の翻訳の底本としては Opus 
Epistolarum Des. Erasmi Roterodami, ed. P.S.Allen, H.M.　Allen and H.
W.Garrod (Oxford: Clarendon Press, 1906-58 [1992]) vol.1 pp.564-573 Ep.296を用い，
適宜，Collected Works of Erasmus Correspondence 2, translated by R. A. B. 
Mynors and D. F. S. Thomson, and annotated by Wallace W. Ferguson (Univ. of 
Toronto Press 1975) pp.294-303 の英訳と注を参照した。注では前者を Allen Ⅰ
pp. 564-573，後者を CWE 2 pp.294-303 のように略記する。本訳はまだ試訳の
段階であり，先学諸賢の御批正を乞うものである。また本稿は注で記した他
に以下にまとめた文献に多くを負っている。記して謝意を表したい。
Erasmus. Collected Works of Erasmus vol.1=CWE vol.1 Correspondence 1  tr. R. A. 
B. Mynors and D. F. S. Thomson and annotated by Wallace W. 
Ferguson  (Toronto 1974)
Erasmus. CWE vol.3 Correspondence 3, tr. R. A. B. Mynors and D. F. S. Thomson 
and annotated by James K. McConica  (Toronto 1976)
Erasmus. CWE vol.4 Correspondence 4, tr. R. A. B. Mynors and D. F. S. Thomson 
annotated by James K. McConica  Conpemdium Vitae Erasmi 
Roterodami annotated by James K. McConica  (Toronto 1977)
Augustijn, Cornelis. Erasmus: His Life,Works and Influence, tr. J.C.Grayson (1986 
University of Toronto, 1991)
Bietenholz, Peter G. ed. Contemporaries of Erasmus -A Biographical Register of 
the Renaissance and Reformation 3vols (Univ. of Toronto Press 
1985-87)
DeMolen, R. L. ‘ Erasmus’ Commitment to the Canons Regular of St. 
Augustine’ Renaissance Quarterly vol.26 no.4 (1973) pp.437-443
Schoeck, R.J. Erasmus of Europe: The Making of a Humanist 1467-1500 
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(Edinburgh University Press, 1990)
───Erasmus of Europe: The Prince of Humanists 1501-1536 (Edinburgh 
University Press, 1993)
二宮　敬『エラスムス』人類の知的遺産 23（講談社　1984）
１）修道士として生きること。
２）おそらくエラスムスに修道院入りを勧めた友人で，デフェンテルで中等教育をと
もに受けた級友。ウォルデンはハウダの北。解題参照。
３）エラスムスはたびたび激しい痛みに襲われている。最初はヴェネツィアで『格言集』
の増補改訂に取り組んでいるとき，ケンブリッジに滞在している時も二度痛みに襲
われている。Epp.250, 285  Allen Ⅰ p.496, p.549
４）エラスムスはアウグスチノ修道祭式者会に所属していた。Ordo Canonicorum 
Regularium Sancti Augustini ，また英語では，the Canons Regular of St Augustine な
どと表記する。『新カトリック大辞典』第 1巻（研究社 1996 年）。解題参照。
５）Raffaele Sansoni (1461-1521)。Girolamo Riario の甥。
６）Francesco Alidosi (1455-1511)。おそらくエラスムスと 1507 年ボローニャで会って
いる。
７）Domenico Grimani (1461-1523)。ヴェネツィアの人。文学の擁護者で写本収集家。
８）Robert Guibé (1459-1513)
９）Giovani de’ Medici (1475-1521)　教皇レオ十世（在位 1513 年 3月から）
10）ヘンリー八世（1491-1547）在位は 1509 年 4月から
11）Ep.206（1507 年 1月 17 日）Allen Ⅰ pp.436-37
12）Thomas Wolsey（1530 没）1509 年からこの職 almoner にあり，1514 年からリンカ
ンの司教，1515 年にはウォーラムの次の大法官。
13）William Warham (1456-1532)
14）ケント地方オールディントンの司祭禄。1512 年 3 月 22 日に受け，7月 31 日には
辞退している。100 ノーブルはエンゼル金貨であれば英通貨 33ポンド 6シリング 8
ペンス相当。ローズ金貨であれば 50ポンド相当。1510 年代前半のアントウェルペ
ンの石工の年間総収入がおよそ 5ポンドと推定されている CWE vol.2 p.341。
15）100 クローネ　英通貨 20ポンド 16シリング 8ペンス相当。
16）注 10参照。
17）Claes Warnerszoon (Nicolaus Wernerus) 1504 年 9月没。
18）ブルゴーニュ大公フィリップ（1478-1506）に仕えたフランドルの財務官
Hieronymus Laurinus（1509 年没）の三人の息子たち Matthias（c.1486-1540），
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Marcus（1488-1540），Petrus（1489-1522）。とくに次男 Marcus はエラスムスと親
しい交際を続けた。
19）Ep.187a（1506 年 1月 4日付）エラスムスがイタリアに赴く前。Allen Ⅲ pp. ⅹⅹ
ⅰⅹ―ⅹⅹⅹ　解題参照。
20）Willem Hermans（1510 年没）エラスムスの幼いころからの親友で，ステインの修
道祭式者。エラスムスは彼の詩集の出版（1497 年パリ）のために尽力している。
21）Franciscus Theodricus（1513 年 9月没）シオン及びステインにいたアウグスチノ
修道祭式者。
22）不明。
23）エラスムスの最初期の書簡のなかで唯一の世俗人の相手。Ep.16 Allen Ⅰ pp.90-91
24）不明。Epp.95, 190 Allen Ⅰ p.233, pp.441-42。エラスムスが仕えていたカンブレイの
司教ヘンドリック・ファン・ベルヘン Hendrik van Bergen(1502 年没 ) ではない。
25）この解題は拙稿「エラスムスの聖職者批判（1）──聖職者エラスムス──」（『東
洋哲学研究所紀要』第 20号 2004 年所収）の一部を再構成し，大幅に加筆したもの
である。
26）Allen Ⅰ p.321 Ep.138
27）Allen Ⅰ pp.328-9 Ep.139
28）Allen Ⅰ p.332 Ep.141。
29）Lawless, George Augustine of Hippo and His Monastic Rule (Clarendon 1987) 
pp.125-26, 136, 143。
30）Ep. 447 Allen Ⅱ pp.291-312。
31）Allen Ⅰ pp.46-52。
32）Allen Ⅱ p.295 Ep.447 To Lambertus Grunnius
33）CWE 2, p.295 note
34）Allen Ⅰ p.58 note
35）Ep.48 Allen Ⅰ pp.159-60。
36）trans. and annot. by Craig R Thompson, Collected Works of Erasmus vol.40 p.629。
37）Allen Ⅰ Epp.185, 189, 200, 203
38）Ep.187a  Allen Ⅲ pp. ⅹⅹⅰⅹ―ⅹⅹⅹ
39）エラスムスの両親は正式に結婚していない。ユリウス二世による特免とレオ十世
による特免ではエラスムスの両親の関係についての記述が異なっている。ユリウス
二世の特免では，「未婚の父と未亡人の母のあいだに生まれた」［de solito genitus et 
vidua］（Allen Ⅲ p. ⅹⅹⅰⅹ），レオ十世の特免では「違法な，そして彼思うところ，
汚れた罪深いの結びつきによって生まれた」［ex illicito et, vt timet, incesto 
damnatoque coitu genitus］（Allen Ⅱ p.434）となっている。ここから前者では単に
正式な結婚による出生ではないということにすぎないが，後者では父ヘラルトが関
係を結ぶ前にすでに聖職者となっていたことを含意しているのではないかと考えら
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れている。ここでの表現 incesto damnatoque が当時，何を意味していたかは難しい
問題で，単に近親関係を示すのみで聖職者としての涜聖を意味しないとする見解
［J. K. McConica, Introduction to Ep.517 Collected Works of Erasmus vol.4 pp.189-90］と
すでに聖職者であった可能性が高いとする見解 ［R. J. Schoeck, Erasmus of Europe: 
The Making of a Humanist 1467-1500 (Edinburgh University Press, 1990) p.39 note 
20］がある。
40）Ep.189 Allen Ⅰ p.421。
41）J. K. McConica, Introduction to Ep.446 Collected Works of Erasmus vol.4 pp.2-3。
42）Ep.517  Allen Ⅱ pp.433-36。
43）Ep.436  Allen Ⅱ pp.276-277
44）Grunnius は「豚のようにブーブー不平をいう」ことを意味する。大出晁訳『痴愚
礼讃』pp.11,267 注（13）参照。
45）Epp. 446, 447  Allen Ⅱ pp.288-312。
46）ed. Craig R. Thompson CWE vol.39 p.497 note97
47）Allen Ⅱ p.304 ll.471-72
48）Allen Ⅱ p.306 l.527
49）Allen Ⅱ p.306 l.532　グルンニウス宛書簡
50）第 4章の 1  Lawless, George Augustine of Hippo and His Monastic Rule (Clarendon 
1987) p.86 ‘non sit notabilis habitus uester, nec affectetis uestibus placere sed 
moribus’
51）Allen Ⅱ p.305 ll.500-504, ll.514-518
52）Allen Ⅱ p.306 ll.536-544
53）Allen Ⅱ p.435 ll.38-39
54）スカプラリオを縮小したものか，あるいはそれを代用するメダルのようなものか。
『現代カトリック事典』（エンデルレ書店 1982 年）p.364
55）Ep.2892  Allen Ⅹ p.336
